
















The author researches on pagination that is one of the important elements composing 
modern book form. This paper contributes to the beginning and development of pagination in 
France, where paged books were published most in 16th-century Europe. The first paged book 
in France is Horace’s Poemata, one of the Lyons counterfeits of the Aldine edition, printed in 
1511/12. The second paged book in Lyons is Pagnini’s Hebraicas institutiones printed in 1526, 
and then S. Gryphe began to print many paged books under the influence of Basel in 1528, when 
he started humanism publications. On the other hand, the first paged book in Paris is Hutten’s 
Aula dialogus published by C. Resch in 1519 under the influence of Basel. However, pagination 
was not developed in Paris until the end of the 1520s. In Lyons, some printers such as E. Dolet 
and J. de Tournes developed pagination under Gryphe’s influence. The Parisian humanist 
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printers in Paris were not so active. As a result, Lyons was superior to Paris in printing paged 
books, although Paris was overwhelmingly superior to Lyon in the total number of publications. 
Lyons became the biggest city publishing paged books in the first half of the 16th century.
１．研究の目的






















































リとリヨンの出版物で 16世紀フランスの全出版物の 90％を占めていると言われてきた 8。しかし
ながら，16世紀フランスの印刷本の総合的な書誌データベースは未だ構築されておらず，英国の
セント・アンドリューズ大学で構築されている Universal Short Title Catalogue （USTC）が現状で
は唯一 16世紀のフランス全体を見渡せるものとなっている。しかし，USTCは英国ではあまり評
判が芳しくない。その理由は，データの重複が多く，書誌の記述が不正確であるとのことである。
一方，フランス国立図書館で構築が始まったパリ印刷本のデータベース BP 16: Bibliographie 
des éditions parisiennes du 16e siècle 9と，カナダの書誌学者ケンプ（Kemp, William）が中心と
なって構築している 15-16世紀のリヨン印刷本書誌データベース LYON 15-16: Bibliographie des 
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éditions lyonnaises 1473-1600 10が利用可能となっている。前者は，フランスの書誌学者ルヌアー







があることがわかる（図 1）。パリ印刷本の収録点数には大きな差が見られる。その原因は BP 16
がデータ入力の途上であるためである。一方，リヨンについては LYON 15-16の数値が USTCに
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本を LYON 15-16で見つけることができた。それは，アルド・マヌーツィオの 8折判古典シリー
ズを模倣した海賊版を刊行していた印刷業者の一人であるバルテルミー・トロ（Trot, Barthélemy, 
-1535）が 1511年 2月 26日（旧暦）に刊行した古代ローマ詩人ホラティウス（Horatius Flaccus, 
Quintus, 65-8 B.C.）の『ホラティウス詩集』（Q. Horatii Flacci poemata）（LYON 15-16 10060）で
ある（図 2）。アルドは 1501年 5月にアルド初版となる『ホラティウス詩集』（Horatius）を 8折判
古典シリーズの 2冊目として刊行した（EDIT 16 CNCE 22672）。アルド初版の『ホラティウス詩集』
にはフォリエーションもページ付けも行われていなかった。リヨンの印刷業者バルタザール・ド・
ガビアーノ（Gabiano, Balthasar de, -1517?）とバルテルミー・トロは直ちに原本同様にフォリエー
ションもページ付けもなく，また奥付もない海賊版を 1502年頃に刊行した。ところが，アルドが
1509年 3月 30日以降に 8折判『ホラティウス詩集』（アルド第 2版）をページ付け本（タイプ A）




も警告文もなく，巻末のコロフォンには ‘Exactum Anno domini milesimo quingentesimo undecimo. 
図 2　 リヨン最初のページ付け本『ホラティウス詩集』Barthélemy Trot, 1511/12，
タイトルページ（Horatius, Q. Horatii Flacci poemata, Lyon: Barthélemy 
Trot, 1511/12.）©British Library Board (11385.b.1., 1r, title page)．
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Die vero .XXVI. Februarii.’ （主の年 1511年 2月 26日に刊行された）とだけ記された。LYON 15-16
での対照事項は， ‘In-8˚, （24） f., 310 p., （1） f. bl., sign. 18 28 a-u8 x4（k＝K; u1 et u3 mal signé t1 et t3; 









du, -1533）が 1526年に刊行したパグニーニ（Pagnini, Sante, あるいは Pagnino, Santi, 1470-1541）
の『ヘブライ語提要』（Hebraicas institutiones. 4to. USTC 145767）初版である（図 3）18。パグニー
ニはフィレンツェ出身の聖職者・神学博士で，ギリシア語とヘブライ語をマスターした後，ローマ
でこれらの言語を教えた。教皇レオ 10世（Leo X, 在位 1513-21）没後にアヴィニョンを経てリヨ
ンに至り，リヨンの医師・人文主義者のシャンピエ（Champier, Symphorien, 1471-1538）等と親交
を持ち，ホメーロス（Homerus）を研究した人文主義者でもあった 19。本書はヘブライ語をラテン
図 3　 リヨン 2番目のページ付け本パグニーニ『ヘブライ語文法』Antoine du Ry, 
1526. タイトルページ．（Pagnini, Sante, Hebraicas institutions, Lyon: Antoine 





図書館が公開するデジタル画像 20とリヨン公共図書館所蔵資料（Bibliothèque municipal de Lyon, 
Rés. 104639）を調査すると，第 1折丁 A1rにタイトル，A1vから A3rに前書き，A3vから A7rまで
Index（実際には目次），A7r-A8rに正誤表がある。正誤表では， ‘Pagina.5.colu（m）na.1.linea.9.’ と訂







本書のページ番号は混乱を極めている。折記号の校合式は，4to, A-Z 2A-2C 8 2D 6 （$4），ページ
番号を印刷された通りに示すと次のようになる。1-47, 84, 49-84, 81, 86-156, 141, 158-161, 163, 
151, 164-177, 188-194, 177, 196-198, 200, 200-216, 127, 218-222, 230, 224-225, 227, 227-229, 223, 
231-238, 293, 240-256, 267, 258-272, 281, 274-275, 275-276, 278-285, 268, 287-301, 202, 303-317, 
3118, 319-327, 308, 329-340, 3xlj, 342, 342, 344-351, 3j2, 353-363, 354, 365, 366, 375, 368-373, 274, 
375-381, 282-283, 384-405, 410, 407-410, 413, 412-413, 402, 415-421 [1]。ページ番号 166はヘッド
ライン右側に印刷しなければならないところが左側に印刷され，171は左側に印刷しなければな
らないところが右側に印刷されている。ページ番号 341はアラビア数字とローマ数字が混在して， 










LYON 15-16の書誌（Lyon 15-16, 11552）には本書の印刷事項が次のように記載されている。
リヨンの書籍業者ジャック・ジュンタ（Giunta, Jacques, 1486-1546）と「5つの聖痕仲間」（la 
Compagnie des Cinq plaies）の出資でリィが印刷した（Antoine Du Ry pour Jacques Giunta et la 
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Compagnie des Cinq plaies）。その証拠の一つが，本書のタイトルページを飾る木版の四辺縁飾
り（four-sided border）である。この木版は 1525年にベヌア・ボニン（あるいはボナン）（Bonyn, 
Benoît）が自身とジャン・プランフォワ（Planfoys, Jean）及び「5つの聖痕仲間」の出資で印刷
刊行したダ・ヴィーゴ（Da Vigo, Giovanni, 1450-1525）『実践と解剖学』（S’ensuit la pratique & 




リヨン 3番目となるページ付け本は 1528年にジャン・クレスパン（Crespin, Jean, -1543）が印
刷したエラスムス校訂ヒエロニュムス（Hieronymus, S., 347-420）『書簡集』（Opus epistolarum 
una cum scholiis. 4to.）と，同年にセバスチアン・グリフ（Gryphe, Sébastien, 1493-1556）が刊行
したエラスムス等の人文主義書 14版である。
前者は，LYON 15-16によれば，クレスパンが印刷しブーエ（Boullé, Guillaume）が出版した本
文 3巻と，クレスパンが単独で刊行した Tabulae（索引巻）からなる。本文 3巻にはページ付けが
あるが，Tabulaeにはページ付けがない 23。本書は，バーゼルのヨハン・フローベンが 1524-26年










15-16によれば 1528年だけで 26版を刊行し，そのうちの 14版がページ付け本である。エラスム
ス 5版（3-7），エラスムス編ヨセフス（Flavius Josephus, 37-100）3版（8-10），ポリツィアーノ
（Angelo Ambrogini, detto Poliziano, 1554-94）2版（13-14），シャンピエ（Champier, Symphorien, 
1471-1539）（1）（出版年推定），エラスムス編キュプリアヌス（Cyprianus, 200頃-258）（2），エラ






（VD 16 ZV 12091），4はコリーヌによる 1528年版があるが，どちらもページ付け本ではない。5は
フローベンも 1528年にページ付け本を刊行している。7はハーゲナウのアンスハイム（Ansheim, 














Symphonia Galeni ad Hippocratem, 
Cornelii Celsi ad Avicennam 8 46 p. [1] f. 146000
2
Cyprianus, Thascius 
Caecilius Operus tomus primus [-secundus] 8
[24] f., 456 p., [18] 
f.; 457 [1] p., [16] f. 121996
3 Erasmus, Desiderius Commentarium in Nucem Ovidii, ad Joannem Morum, Thomae Mori filium. 8 111, [1] p. 121998
4 Erasmus, Desiderius De recta Latini Graecique sermonis pronuntiatione, dialogus. 8 303 p. 145920
5 Erasmus, Desiderius Epistola consolatoria in adversis 8 14 p., [1] f. 155786
6 Erasmus, Desiderius
Opus de conscribendis epistolis quod 
quidam et mendosum, et mutilum 
aediderant 
8 349 [1] p., [1] f. 145977
7 Erasmus, Desiderius Parabolae, sive similia 8 104 p., [4] f. 155802
8 Josephus, Flavius De antiquitatibus Judeorum libri decem posteriorum 8 546 p., [1] f. 122005
9 Josephus, Flavius De bello judaico, libri septem. 8 [12] f., 605 p., [2] f. 155772
10 Josephus, Flavius Opera quaedam Quorum catalogum proxima pagella indicabit 8 [40] f., 578 p., [1] f. 145971
11
Lucianus 
Samosatensis Opuscula quaedam 8 526 p., [1] f. 145979
12 Pagnini, Sante Institutionum Hebraicarum abbreviatio 8 [8] f., 287 [1] p. 155796
13 Politianus, Angelus Operum tomus primus 8 [8] f., 675 p. 145975
14 Politianus, Angelus Alter tomus operum 8 [8] f., 647 p. 155759









‘INDEX HVIVS | OPERIS’ （この作品の索引）という目次があり，ページ数が ‘pagina’ で示されてい





リヨンではヨハン・シャプラー（通称ヴァッテンシュネエ）（Schabler, Johann, ditto Wattenschnee, 
-1540頃）が書店を開設してバーゼルの印刷本を販売し，その店をパルマンチエ（Parmentier, 












基づけば，グリフは生涯に 1,375版を刊行したが，そのうち 9.4％に当たる 129版がエラスムスの
著作とみなされる。LYON 15-16で一次著者「Erasmus」，印刷者「Sébastien Gryphe」の条件で検
索すると 187件がヒットする。また，二次著者「Erasmus」，印刷者「Sébastien Gryphe」ではエラ
スムスの編書等が 62件ヒットする。都合 249件が LYON 15-16に収録されたグリフが刊行したエ
ラスムス関係書であると思われる。LYON 15-16における Sébastien Gryphe刊行書は 1,759件であ
るから，エラスムスの著編書はその中の 14.2％を占めていることになる。
フローベンが 1514年にエラスムスの『格言集』（Prouerbiorum Chiliadas. fol. VD 16 E 1933）を
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出版したことがきっかけで人文主義印刷家として大成したことと，バーゼルの影響を受けてグリフ




筆者は先にパリのページ付け印刷の嚆矢は 1525年にヴィドゥエ（Vidoué, Pierre, -1543）が印
刷したプリニウス（Plinius Secundus, Gaius, 後 23/4-79）『博物誌』（Historia naturalis. fol. USTC 
184504）であるとした 31。ところが，2019年に USTCを再度検索したところ，1519年にコンラー
ト・レシュ（Resch, Conrad, -1552）の出資でピエール・ヴィドゥエが印刷したフッテン（Hutten, 
Ulrich von, 1488-1523）『宮廷対話』（Aula dialogus. 4to. USTC 145088）にページ付け印刷が行われ
ていたことが判明した。そのため，パリにおけるページ付け印刷は 1519年にレシュとヴィドゥエ
によって開始されたと改めなければならない。1519年版の『宮廷対話』は，その前年の 1518年に
バーゼルのフローベンが印刷した版（VD 16 H 6297）を底本にしている。1519年版の第 1葉裏か










ン・プチ（Petit, Jean, -1533），ジョス・バード（Bade, Josse, Jodocus Badius Ascensius, 1461/2-
1535），アンリ・エチエンヌ（Estienne, Henri, -1520）等に出資して出版を行った。レシュによる出










ルター（Luther, Martin, 1483-1546），エコランパディウス（Oekolampadius, Johannes, 1482-1531）
等の宗教改革者やエラスムス等の人文主義者の著作とカエサル（Caesar, Gaius Julius, 前 100-44），
キケロ（Cicero, Marcus Tullius, 前 106-43），デモステネス（Demosthenes, 前 384-322）等の古代
ギリシア・ローマ古典を印刷した 36。
パリの 2番目のページ付け本もレシュとヴィドゥエが 1520年に刊行した古代ローマの文法家ア
スコニウス・ペディアヌス（Asconius Pedianus, Quintus, 前 9頃-後 76頃）『弁論集』（Q. Asconii 












ジ（英国図書館所蔵）Asconius Pedianus, Q. Asconii Paediani in Orationes, 
Paris: Pierre Vidoué, 1520）©British Library Board (11396.dd.4., 1r, title page)．
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3番目のページ付け印刷本は，ゴドゥール（Gaudoul, Pirre）とグロモール（Gromors, Pierre）





書の第 3葉（a3r）から 5葉（a5r）には ‘III-V’ というローマ数字による葉番号が印刷されているが，
本文が始まる第 6葉裏（a6v）からローマ数字 ‘VI’ というページ番号が印刷され，7－8葉で ‘VII-X’ 
というページ番号が振られており，葉番号とページ番号が混在している。また，第 4葉表（a4r）
からアラビア数字で ‘1－60’ の行番号が内側のマージンに印刷されている。そして，第 2折丁の
b1rには ‘XI’ のページ番号が振られている。本書の巻末の索引では，前述のアスコニウス・ペディ
アヌスと同様に ‘folio’ を用いてページ番号を示している。




の 1524年 1月が 1525年 1月となるため，USTCが混乱している可能性がある。その証拠に USTC 
図 5　 1524年版プリニウス『博物誌』，タイトルページ（ケンブリッジ大学図書
館所蔵）(Plinius, Historia naturalis, Paris: Pierre Vidoué, 1524. Cambridge 
University Library, (U＊.3.30 (B), title page). Reproduced by kind permission 
of the Syndics of Cambridge University Library.
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出資でサヴァチエ（Savetier, Nicolas）が印刷した版（fol. USTC 145768）であり，第 1折丁（a 8）
には上述の 1524/5年版と同様に葉番号 ‘II-V’，それに続いてページ番号 ‘VI-X’ が振られている。第
2折丁（b 8）には番号付けがなく，第 3折丁（c 8）の第 2葉表（c2r）から始まる第 2書からタイプ
Aによってページ番号 ‘I-XIIII’ がローマ数字で印刷されている。プリニウスの第 1書は全体の目次
であるためページ番号を付さなかったと思われる。ページ番号には多くの誤植が含まれており，印
刷者がページ印刷に不慣れな様子がわかる。本書でも第 4葉表から行番号が 1－60まで印刷されて
いる。巻末の索引では，ページ番号が前記と同様に ‘folio’，行番号が ‘linea’ で示されている。つま
り，本書は 1524/5年版を模倣して印刷されたとみなされる。
第 5番目のページ付け本は 1528年にジョス・バードが印刷したキケロ（Cicero, Marcus Tullius, 
前 102-43）『ヘレンニウスへの弁論』（Rhetorici ad Herennium libri quatuor. 4to. USTC 145988）で
ある。本書は人文主義印刷家バードの最初のページ付け本である。本書は 2部構成となり，第 1部






るが，彼単独のページ付け本は 1528-36年の間にわずか 6版のみである 40。彼の印刷本の多くでは
むしろローマ数字によるフォリエーションが行われていた。
第 6番目のページ付け本は，シモン・ド・コリーヌ（Colines, Simon de, 1480頃-1546）による
ガレノス（Galenus, Claudius, 129-216頃）の『人体の部分の使用について』（Opus de usu partium 
corporis humani. 4to. USTC 145923）である。本書にはギリシア文字の折記号α-β8という前付け





の出版を本格化している。BP 16によればコリーヌは 1528年だけで 12版もガレノスの著作を刊行
65フランスにおけるページ付け印刷の開始と発展について （雪嶋）
している。以降，精密な索引を備えたガレノスの著作を毎年のように刊行した。彼は生涯に約 800









た。彼は生涯に 1,375版を刊行したが 44，筆者の調査では，そのうち 1,107版がページ付け本であ
り，80.1％に達し，16世紀前半のヨーロッパの印刷業者の中で最も多くのページ付け本を刊行した
業者とみなされる。彼がページ付けで刊行した本の主な著者は表 2の通りである。グリフが主に独
立前に刊行に関わったバルトルス（Bartolus de Saxoferrato, 1313-57），ニコラス・デ・トゥデスキ
ス（Nicolas de Tudeschis, 1386-1445），イアソン・デ・マイノ（Jason de Mayno, 1435-1519）とい
う法学者も上がっているが，1528年からは，エラスムス，アルチアート（Alciato, Andrea, ラテン
語 Andeas Alciatus, 1492-1550），メランヒトン，ヴァッラ，ポリツィアーノ，ティクシエ（Tixier 
de Ravisi, Jean, 1470-1542）等の人文主義者，キケロ，オウィディウス，テレンティウス，リウィ
ウス，ホラティウス，サルスティウス等のギリシア・ローマ古典を大いに刊行した。
1 2 1 1 1 2 3 1 3 1 2 1 5 1 8 2 1 1 1 1
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でいる。表 3に示すように，チボー・ペイン（Payen, Thibaud）は 1550年までに 62.87％に当た
る 171版のページ付け本を刊行した。そのうち，1540年代に 8折判で刊行したアリストテレス 19
版が顕著であり，以下キケロ 11版，エラスムス 9版等の人文主義書，エラスムスに異を唱えた
ティーテルマンス（Titelmans, François, 1502-1537）6版等がある。次のマセ・ボノム（Bonhomme, 
Macé）は 1550年までに 54.81％の 74版を刊行した。その中には，アルチアート 7版，シモン・
ヴァンサン（Vincent, Simon）の後継者と共同で 1538年頃に刊行したアリストテレス 7版等があ
る。そして，人文主義者であるが無神論者として逮捕され，さらに扇動的な文書を印刷した廉で火






Cicero, Marcus Tullius 115
Bible 41
Ovidius Nso, Publius 40
Andeas Alciatus 34
Terentius Afer, Publius 28
Bartolus de Saxoferrato 27
Nicolas de Tudeschis 23
Jacques Sadolet 21





Horatius Flaccus, Quintus 14
Sallustius Cripus, Gaius 14
表 3　 グリフ以降の 16世紀前半のリヨンの印刷業者によるページ
付け本の比率
Printer Years Editions Paged books ％
Gryphe, Sébastien 1528-50 1153 995 86.30％
Trechsel, Gaspar & 
Melchoir 1529-40  126  47 37.30％
Portonariis, Vincent 1529-42  302  20  6.62％
Vincent, Antoine 1533-50  123  16 13.01％
Payen, Thibaud 1534-50  272 171 62.87％
Bonhomme, Macé 1535-50  135  74 54.81％
heritiers, Simon 1535-50   84  15 17.86％
Barbou, Jean 1536-45  116  46 39.66％
Frellon, Jean & 
François 1536-46  137  68 49.64％
Dolet, Etienne 1538-44   94  89 94.68％
Sabon, Sulpice 1541-45   39  27 69.23％
Arnoullet, Balthazar 1542-50  107  87 81.31％
Tournes, Jean 1542-50  186 182 97.85％
Pullon, Jean 1543-50   49  40 81.63％
Beringen, Godefroy & 
Marcellin 1544-50   57  47 82.46％
Rouillé, Guillaume 1545-50  179  64 35.75％
Frellon, Jean 1547-50   54  36 66.67％
Rollet, Philiber t, & 
Barthélemy Frein 1548-50   47  39 82.98％
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ガレノス 6版，低地諸地方の人文主義者ムルメリウス（Murmellius, Johannes, 1480頃-1517）とエ
ラスムスが各 3版，さらにラブレー（Rabelais, François, 1494-1553）が 2版ある。さらに，トゥル
ヌ（Tournes, Jean I, 1504-1564）に至っては 97.85％に達しており，ほとんどすべてをページ付け
で刊行したと言える。トルゥヌは，グリフがラテン語書の印刷を主にしたのとは異なり，16折判
のフランス語を中心とした俗語書の印刷を推進した。デーヴィス（Davis, Natalie Zemon）の算定
では俗語 63％，ラテン語・ギリシア語 37％である 45。その中には，リヨン初版となるダンテ（Dante 
Alighieri, 1265-1321）とペトラルカ（Petrarca, Francesco, 1304-74）をはじめとして，詩人のデュ・
ムーラン（Du Moulin, Antoine, -1551）7版，ルメール・ド・ベルジェ（Lemaire de Belges, Jean, 
1473-1525）5版，フランソワ・アベール（Habert, François, 1510頃-61）8版等の文芸作品が含ま
れている。その他の印刷業者では，ピュロン（Pullon, Jean）が 81.63％，ベリンゲン兄弟（Beringen, 












Simon du）印刷所に出資してエラスムスやレオニチェノ（Leoniceno, Niccolò, 1428-1524），メラン
ヒトン（Melanchthon, Philipp, 1497-1560）等の人文主義者の著作を出版した。1529年にはデュ・
ボワの印刷所を買い取って，印刷，出版，販売を手掛けるようになった。この年にテオフラストス
（Theophrastus）『植物誌』（De causis plantarum libri VI. 8vo. USTC 146023）を刊行した。これがウェ
シェル最初のページ付け本である。本書は 2部構成で，第 1部は本文が始まる a1rからアラビア数
字で 1ページが始まり，誤植がほとんどなく 343ページまで印刷されている。第 1部の末尾にラテ







ウェシェルは，翌年にはガレノス『瀉血治療法』（De curandi ratione per sanguinis missionem. 
8vo. USTC 146025），1530年にはアイスキネス（Aeschines, 前 389-314）等のギリシア・ローマ古
典をページ付け本で刊行し，さらに翌年には宗教改革者ハーゲンドルフ（Hegendorph, Christoph, 
1500-1540），神学者ボナード（Bonade, François）等の多様な著者の著作 12版をページ付け本で





話』（Vita et Fabulae a viris in Latinam lingua versae. 8vo. USTC 184824），タンストール（Tunstall, 
Cuthbert, 1474-1559）『計算法について』（De arte supputandi libri quatuor. 4to. USTC 146021），
ヴァレリアーノ（Valeriano, Pierio, or Bolzanio, Pieri, 1477-1558）『ウェルギリウス講義の批判と
相違』（Castigationes et varietates Virgilianae lectionis. fol. USTC 181166），ロレンツォ・ヴァッラ
（Valla, Lorenzo, 1406頃-1457）『ポッジョへの対抗』（In Pogium Florentinum antidoti. 4to. USTC 
146052）といった人文主義書をページ付けで刊行した。翌年には，古代ローマの修辞学者ルティリ
ウス・ルプス（Rutilius Lupus, Publius），エラスムス，神学者で人文主義者のコルディエ（Cordier, 
Mathurin, 1479頃-1564），そしてロベール・エチエンヌ自身の著作（Sententiae et proverbia ex 




番号が印刷されている。ところが，折丁 mではページ番号が 177-182 187 [188] 189-192となり，
183-186ページが欠落して，187ページからページ番号が続く。つまり，本書の実際のページ数は
ページ番号よりも 4ページ少ない。ロベールのページ付け本にはこのようなページ付けの不備が



























Printer Year Editions Paged books ％
Jean Petit 1501-40 1635   8  0.49％
Josse Bade 1502-36  771   8  1.04％
Pierre Vidoué 1510-43  399  24  6.02％
Charlotte Guillard 1519-50  167  15  8.98％
Simon de Colines 1520-46  800  57  7.13％
Chrestien Wechel 1526-50  766 262 34.20％
Robert I Estienne 1526-50  641 289 45.09％
Antoine Augereau 1532-34   50  10 20.00％
Michel de Vascosan 1533-50  371  57 15.36％
Jean Loys 1534-47  422 116 27.49％
Jean de Roigny 1536-50  334  14  4.19％
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